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学校運営協議会 会議実施報告書 

 

 このことについて、「岐阜県立学校における学校運営協議会の設置等に関する規則」第８条第１

項に基づき、次のとおり学校運営協議会を開催しましたので、その概要について報告します。 

 

 

１ 会 議 名  不破高等学校 学校運営協議会 （第１回） 

 

２ 開催日時  令和５年６月２３日（金） １５：００～１６：３０ 

 

３ 開催場所  不破高等学校ガイダンス室 

 

４ 参 加 者  会  長   竹内 治彦   岐阜協立大学教授 

              副 会 長     和田  満    垂井町教育委員会教育長 

委  員   渡邊 勝敏   関ケ原町教育委員会教育長 

長谷川 妙子  関ケ原町教育委員 

林田  力   不破中学校校長 

岡野 道代   地域住民（宮代こども園園長） 

宗宮 康浩   特別養護老人ホームいぶき苑施設長 

廣瀬 みどり   地域住民（垂井町食生活改善協議会） 

多和田 恵子   垂井町バドミントンスポーツ少年団 

山﨑 正剛   本校ＰＴＡ会長（欠席） 

                オブザーバー 若山 隆史     垂井町議会議長 

太田 佳祐     垂井まちラボ 

鉃井 宣人     ＮＰＯ法人 泉京・垂井 

 

              学 校 側     早野 宏樹   校長 

                          北島 康隆     教頭 

                             北村 直也    事務長 

               臼井 澄人   教務部長 

                             鈴木 孝慈   生徒支援部長 

               伊藤 健一   進路支援部長 

 

５ 会議の概要（協議事項） 

 （１）教育指導の重点及び学校経営計画について 

    

   意見１：学力の基礎としては、主体性が大切である。自ら考えて行動することが出来る様に

指導していく指導の方向性が大切である。 

   意見２：本校生徒の 38.8％が不破郡内の生徒であり、就職先を見ると、ほとんどの生徒が地

元企業に就職している。垂井町や不破郡の将来を担う生徒達の育成の場として、今

の指導を今後も続けていただきたい。 

   意見３：スクールポリシーで明確に方向性が示されており、学校の教育活動が分かりやすく、

活力あるものにしている。キャリア教育なども重点にされており、そのための学力の
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充実やキャリア教育活動の中身の連携がなされており、賛同したい。 

   意見４：地元の太鼓踊り保存会の活動について本校に相談したところ、スピーディーかつ地

域密着型のふるさと学習を行ってもらえた。卒業までにどの様な生徒を育てていき

たいのかがよく分かり、生徒を大事にしていると感じる。 

意見５：本校ＨＰも日々更新されており、教育活動がよく分かって良い。地元の中学校と本

校が連携していけると良い。 

   意見６：本校の生徒と地元の園児との関わりは、コロナ禍では見送りだけの関わりだったが、

今年度からは以前の様に、生徒と園児との関わりをもっと増やしていけると良い。

リモート等での関わりも良いが、対面での関わりは何にも代え難い。 

   意見７：保護者との連携を図りながら共感的な生徒理解に努めることや、学び直しとあるが

非常に有効的な事である。生徒たちが明るく登下校している姿が、地域にとっては

パワーになっている。この先、学校の統廃合問題が出てくると思うが、地元として

は本校が無くなることは考えにくい。存続出来る様に、魅力ある学校になるよう頑

張ってもらいたい。 

    

 

６ 会議のまとめ 

 

 

第１回学校運営協議会では、全委員より今年度の本校の学校経営計画を踏まえた学校運営基

本方針について承認が得られた。今後は、可能な限り本校の取り組みを公開し、委員から更

なる意見等を得たい。 


